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第14期初めての勧告採択される

平成元年 5月 日本学術会議広報委員会
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日本学術会議は.去る 4月19日から21日まで第 107回総会(第14期3回目の総会)を開催し，第14期初めての勧告を採

択しましたが，今回の日本学術会議だよりでは，同総会の議事内容等についてお知らせいたします。
実。吉歩震診君珍書歩書多現時書歩寝診骨歩霜歩需歩寝診君歩罪昏完歩岳歩吉診表診書歩君。君診畏昏藷歩需歩晶歩語歩需会君歩需歩宗診書多吉歩完歩完診完歩需歩需歩現昏晶参需歩晶歩需歩吉歩完歩事長再歩君歩肯歩言語争言。需歩需歩言語〉

日本学術会議第107回総会報告

第 107回総会の主な議事概要は次のとおりであった。

第1日 (4月19日)の午前。まず，会長からの前回総会

以後の経過報告及び各部・委員会の報告が行われた。次い

で，今回総会に提案されている 6案件について，それぞれ

提案説明がなされた後.質疑応答が行われた。続いて，こ

れらの6案件のうち r人聞の科学特別委員会」を設置す

る案件については，直ちに採決が行われ，設置が決定され

た。この件は，前回総会(昨年10月)において第14期活動

計画並びにそれに基づく第14期の特別委員会の設置が決定

された際に，その付帯申合せとして，この「人聞の科学」

については，その具体的な進め方に関し，予め検討，主主理

を行った後に，当特別委員会を設置させることとされたた

め，前回総会後に，検討会が設置され，問題点の整理が行

われてきたものである。

第1日の午後。各部会が開催され，午前中に提案説明さ

れた総会提案案件の審議及び設置が決定された「人聞の科

学持別委員会」の委員の選出等が行われた。

第2日 (4月20日)の午前。前日提案された案件の審議

.採決が順次行われた。

まず，第6部世話担当の 2研究連絡委員会の名称変更

(土境肥料学研連→土壌・肥料・植物栄養学研連，海水理

工学研連→海水科学研連)に伴う，会則及び関係規則の一

部改正が採択された。

次いで r副会長世話担当研究連絡委員会の運営につい

て(申合せ)の一部改正」が採択された。これは，副会長

世話担当研究連絡委員会の在り方についての抜本的な検討

とは別に，当面の措置として，副会長世話担当研究連絡委

員会のより円滑な運営及び担当副会長の世話機能の充実を

図るために，必要な措置を講じたものである。

続いて rアジア社会科学研究協議会連盟 (AASSREC)

への加入について」が採択された。これは，平成元年度予

算において，当該団体への分担金の支出が認められたこと

に伴い，当該団体への本会議の加入を総会として議決した

ものである。

さらに，第4常置委員会の提案による「大学等における

学術研究の推進についてー研究設備等の高度化に関する緊

急提言(勧告)J が採択された。この勧告は，第14期にな

って採択された初めての勧告である。なお，この勧告は，

同日午後直ちに内閣総理大臣に提出され.関係機関等に送

付された(この勧告の詳細は，別掲参照)。

第2日の午後。 r人間の科学」について，自由討議が行

われた(この自由討議の詳細は，別掲参照)。

第3日 (4月21日)午前には，今回設置された前述の人

間の科学特別委員会の l回目の委員会をはじめとして，各

特別委員会が，午後には，各常置委員会が，それぞれ開催

された。

大学等における学術研究の推進につ
いて一研究設備等の高度化に関する
緊急提言ー(勧告) [要旨]

大学等を中心とする学術研究の財政基盤の現状は，甚だ

憂慮すべき事態におかれており.この事態を見過ごしては

悔いを後世に残すことになる。したがって，長期的観点に

立って，特に基礎研究を育成し.人類の知的共有財産であ

る科学・伎術の発展に積極的に貢献することは，経済大国

と呼ばれるようになった我が国の当然の責務であり，今こ

そ.この責務を果たすべき時である。

日本学術会議では，昭和62年4月に「大学等における学

術予算の増額について」の要望書を政府に徒出した。大学

等における学術研究予算を一般の予算要求基準の別枠とす

ることが肝要である。

特に，早急な対策を検討する必要がある諸点の中で.今

回，緊急に次の措置を取るよう勧告する。

我が国の研究経費において，国費の負担割合を引き上げ

つつ，基礎研究を重視してこれを推進する観点から，国立

学校特別会計予算，私大助成及び公立大学補助の各予算に

ついて格段の婚額を図る必要があり，その際，特に研究設

備の整備充実を図るべきである。

そのためには，国立大学の研究設備費や公立大学，私立

大学等への研究設備賀補助金を飛蹴的に増額する措置を取

ること，一大学では措置しにくい大型設備については，全

国的規模の共同利用設備や昭和62年4月の「地域型研究機

関(仮称)の設立について」の本会議勧告においても指摘

している共同利用機器センターを，重点的に早急に盤備し

ていくことが必要である。人文・社会科学系についても，

昭和田年4月の「大学等における学術諸分野の研究情報活

動の推進について(要望)Jのとおり，コンピュータや原

資料，文献，図書コレクションとその利用のための機器や

ネ yトワークなどの整備が極めて重要である。

なお，我が国の基礎研究を限られた人的・物的資源のな

かで，より一層有効に推進していくためには，大学等と各

省庁の研究機関の基礎研究に関する研究設備の相E利用と

それを通しての研究者の相E交流を推奨する方策を採るべ

きである。その際，国の手続きを一段と簡素化，迅速化す

るなど制度の改善を図る必要がある。



総会中の自由討議一人間の科学一

今回総会の第 2日目の午後には， 1時から 3時間にわた

って「総会中の自由討議」が行われた。これは，会員のた

めの一種の勉強会で，総会行事の一環として，従来から，

行われてきたものである。今回は，第14期活動計画の中で，

第14期の具体的審議課題のーっとして掲げられている「人

閣の科学」という課題を取り上げて行われた。

自由討議は，福場博保第6部会員の司会のもとに，まず，

近藤次郎会長から r世界人口が50憶を超え，来世紀には

100億を突破する。人類の繁栄が人類の破滅を招くおそれ

がある。今総会での人間の科学特別委員会の設置は，新聞

・テレビでも報道ぎれたので，早速一般市民や研究者から

も好意的な反響があった。人間のため科学のあり方を考え

ることは学術会議にふさわしい命題であると考える。」と

の開会の辞があり，続いて，下記の 4人の会員による意見

発表が行われ，さらにこれらの意見発表に対する質疑応、答

等がなされ，最後に，中山和久第2部会員の閉会の辞があ

り，終了した。なお，この討議の内容は，後日，日学双書

として出版される予定である。

4会員による意見発表の要旨は，以下のとおりであった。

1. 人間と「人間の科学」

肥田野直(第 1部会員・心理学)

「人間の科学」を検討する際に考慮すべき二つの点につ

いて提言したい。第ーは人聞が何を意味するかという点で

ある o これは，個体(個人)，人間集団(社会人人類の三

つのレベルが考えられる。個人は身心の統一体であり，心

は知性と!~.陀，あるいは知情意の三つの側面をもち，自我

(自己)を中心とするミクロコスモスとして把えることが

できょう。時間の面からは，個人は成長発達.社会は歴史，

人類は進化の観点から把握することができょう。第二は人

間と「人間の科学」との関係である。これは，研究対象と

しての人間，研究主体としての人間，及び研究目的として

の人間すなわち人間のための科学という三つの立場が考え

られるであろう。

2. r人間の科学」への接近

島袋嘉昌(第3部会員・経営学)

「人間の科学」は，諸科学の特性を認識すると同時に相

互の誤解をときほぐし.人文・社会科学と自然科学をベー

スとした総体としての科学を醸成し，生命と生活とを総合

して考える科学をねらいとしている。いわゆる生命尊厳を

抽象化して考えるだけに留めないでその内容をより具体的

に解明することである。

さらに，次のような事項を検討していくべきである。

伝統的科学概念人間の科学」の必要性，総合科学と

しての「人間の科学J，科学哲学の再吟味。

3. 生体と文明とのディスクレパンシー

埴原和郎(第4部会員・人類学)

生物の体は本来保守的であり， したがって急激な進化は

起こりにくい。これに対して文明の発展はポジティプ・フ

ィードパ yクの作用により 2次関数曲線を描いて急速に

発展する。とくに最近の科学・技術の発展に伴って環境は

急激な変化をとげたが，生物の進化がそれに伴って進んで

いるとは言ぃ難い。ここに文明と生体との聞に大きなディ

スクレパンシ が生ずる理由がある。

人体について言えば，われわれの体は l万年以上前の旧

石器時代の環境に適応している。しかし現実の環境は旧石

器時代とは著しく異なり，人体の適応の限度を超えている。

これは文明の発展が必ず「しも望ましい方向に進んではいな

いという一例であろう。

4. r人間の科学」の背後にあるもの

井口 潔(第 7部会員・外科系科学)

科学を真に人類の福祉に役立てようとするときに必要な

ことの中には，科学を行う心と科学を活用する心とは区別

しておかなければならないということではなかろうか。で

はそのときの判断の基準はどこに求めたらよいのか。私は

「人間存在の理法」とも言うべき概念に擦り処をおきたい

と思う。

30億年の生命の歴史の中で精神をもっ生物として人聞が

出現し，この人聞は，ほんの 300年位前から科学の道を歩

みはじめたばかりである。しかし宇宙の秩序の本質は，あ

る面は知性によって把えられ，ある面は感性によって生得

的に人間の脳に刻みこまれているはずと私は考える。我今

は「人間存在の理法」を沈思して，それとの調和の下に人

類の繁栄の道を探求して行かねばならぬと思う。

平成元年度における学術研究集会等開催予定

本会議では，毎年，本会議の登録学術研究団体及び広報

協力学術団体に依頼して，これらの各国体の翌年度におけ

る学術研究集会等の開催予定について調査を行い，その結

果を学術研究集会等開催予定一覧」としてとりまとめ

ている。平成元年度分については，昨年11月に調査を実施

したが，調査を依頼した学術研究団体数は 956団体で，回

答のあった団体数は， 876団体であった。

このたび，その結果がとりまとめられたが，それによる

と，回答のあった団体からもたらされた開催予定の学術研

究集会等の数は，延べ約3，300に達している。その分野ご

との内訳は次のようになっている。

自E 7JIJ 学術研究集会等数

第l部(文学，哲学，教育学・心
701 理学・社会学，史学)

第2部(法律学，政治学) 111 

第3部(経済学，商学・経営学) 269 

第4部(理学) 463 

第5部(工学) 708 

第6部(農学) 326 

第7部(医学，歯学，薬学) 714 

計 3， 2 9 2 

i主:学術研究団体の関係する部が複数の場合には，当

該集会等を関係する部にそれぞれ計上したので，

延べ数である。

γ 御意見・お問い合わせ等がありましたら，下記ま{

; でお寄せください。 ; 
干106東京都港区六本木7-22-34 ‘ 

し 日本学術会議広報委員会電話制問6mJ
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人間の科学特別委員会設置される

平成元年 8月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議は.ム・る4月に開催した第107回総会において.人聞の科学特別委員会を追加設置しましたが，今回の日本

学術会議だよりでは.この特別委員会に加えて，最近発表された「委員会報告」等について.お知らせいたします。

人閣の科学特別委員会の設置

本会議は.本年4月に開催した第107回総会において，そ

れまで与にすて'に設置していた 7特別委員会のほかに人閉

め科学特別委員会」の追加設置を決定した。

この人聞の科学特別委員会は，同総会中に，委員会の繕

成(各部2人ずつ計14人)を済ませるとともに，第 1回目

の委員会を開催する等，直ちに，その活動を開始した。委

員長には，中山手口久第 2部会員が就任した。

今回，本会議が，この特別委員会を設置した理由は次の

とおりである。

〈人間の科学特別委員会の設置理由〉

ヨーロッノずの産業革命に端を発した科学技術の進歩は急

速にその度を加え，かつて入額が予想もしなかった位度に

物質文明を開花させたが，一方，それによって人tnは.過

去に見られなかった重大な危機に立たされている。科学技

術の進歩は一曲.において物質偏重の価値観を強め.生命に

対する技術介入に係る不安や.地球生態系の激しい変化を

指き.社会絞消環境にも様々な問題を践し出している。

人聞が創り， 人聞が発展させてきた千十字は，本来，真理

を追求し， 人聞の幸裕iに氏・献すべきものであるにもかかわ

らず.人対iの生活や自然・社会環岐にi1~，f，L;を十"11，、ている1M1]

l起もあるのではないかとの矛盾も!長ぜられ.ここに科学名-

のちー悩がある。我々は今や.科学のイ1:り}jを併存・し.jfL急

に人間と科学技術との不調和を克服する悦点をl明らかにし

なければならない。

このためには人間とは何か」を聞いlt!L. r人'"1存A
の理法」ともいうべき微念を改めて考え，そこに丘脚して.

科学技術と自然との調和を求め，人t(j進歩への展望を校泌

するところから始めなければならない。

人聞の人間たる特質はその精神であることを思えば.人

聞を知性毒性の耐から広〈把え，人間そのものについて

のもっと深い知識と理解が強〈望まれる。この広場から.

人聞を個体としてばかリでなく，生物学的並びに社会的集

団として抱縦し.人聞の総合理解に努める必要がある。

この特別委員会は，このように人間を学際的.総合的に

犯躍し.入販の危機に対処することを目指すものである。

「委員会報告J 2件を発表

このたび，本会議の「生命科学と生命工学特別委員会」

と「化学研究連絡委員会」は.それぞれ，当面の重要問題

に関する審議結果を取りまとめ，本会議運営審議会の承認

を得て委員会報告」として発表した。各「報告」の要旨

は次のとおりである。

ヒト・ゲノム・プロジェクトの推進
について一生命科学と生命工学特別
委員会報告ー[要旨]

ヒト・ゲノムの全 DNA配列決定を主たる目標とするヒ

ト・ゲノム・プロジェクトは，極めて大きなインパク卜を

学術研究に与えると期待され.我が闘として早急かつ重点

的に推進すべきである。そのためには推進組織を設け.基

本計画の立案.実施計酬の策定，省庁聞などの協議，国際

協力，データ・ベースとレポジトリー整備などを総合的に

行うべきである。一方この推進組織と並んでこれと密接に

連携し.研究計画の実施に1半う社会的・法律的・倫理的諸

問題を客観的・公正に判断することを目的とするチエソク

機械を設立し，調和のとれた!庖策を進める必要がある。

大学等における化学の研究環境の整
備についてー化学研究連絡委員会報
告ー[要旨]

化学術究連絡会員会は.昭和63年に発表された日本化学

会報行書を参考資料として.大学等における化学分野の研

究環境の現状について検討を行った o その結果全図的視

野に立つ化学の新Lい研究体制」の実現にII'Jけての努力を

傾注するとともに，現行の研究環境を抜本的に改善するた

めに.関係万面に強〈訴えるべきであるとの結論に達した。

日本化学会報告書に盛られている数項目の重点施策のうち

でも，特に.①先端研究設備の購入・維持予算の大幅増額，

②研究基盤悠備のための大学院関連予算の充実，③化学の

特殊性を配慮した研究室面積の拡充.は緊急に実施すべき

ものと考えられる。
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平成 2年度共同主催国際会議

本会議は，昭和28年以降おおむね4件の学術関係国際会

議を関係学術研究団体と共同主催してきたが，平成2年度

には 2件増えて，次の 6国際会議を開催することが. 6 

月20日の閣議で了解された。(カッコ内は，各国際会議の

開催期間と開催地)。

.第14回国際土竣科学会議

(平成 2年8月12日-18日，京都市)

共催団体:(社)日本土壌肥料学会

.第22回国際応用心理学会議

(平成2年 7月22日-27. 京都市)

共催団体:日本心理学会

.第15回国際微生物学会議

(平成2年9月13日-22日，大阪市)

共催団体:日本微生物学協会

.第11回国際数学連合総会及び第21回国際数学者会議

(平成 2年8月18日-29日.神戸市他)

共催団体:(社)日本数学会他6学会

.第11回国際神経病理学会議

(平成 2年 9月2日-8日，京都市)

共催団体:日本神経病理学会

.第 5回国際生態学会議

(平成2年8月23日-30日，横浜市)

共催団体:日本生態学会

国際社会科学団体連盟(IFSSO)第 9回大会・
総会の日本開催

国際社会科学団体連盟(IFSSO)の第 9回大会及び総会

が，本年10月2日(}j)-7目的，東京六本木の国際文化会館

と日本学術会議で開催される。

国際社会科学団体連盟(IntemationalFederation of So・

cial Science Organizations.略称 IFSSO)は，世界の社会

科学の発展に貢献することを目的とする，世界各国の学士

院や学術会議で構成されている，社会科学分野を代表する

|詞際学術団体である。現在. 35か国の国家会員等で構成さ

れており，我が国では，日本学術会議が，我が国を代表し

て加入している。また.現在，日本からは本会議の藤井隆

第3部会員がIFSSOの事務総長を務めている。

なお. IFSSOは，社会科学分野の|到|際学術団体の連合体

(総指機関)である国際社会科学協議会(IntemationalSo-

cial Science Council.田島粉、 ISSC)に加入しており.ISSC 

の中では.国技ぴ地域を代表する機関という位置付けをも

っている。

今回の会議には. IFSSOにIJU入している各国の学士院や

学術会議の代表，並びに関係する国際機関，国際学術団体

の代表など. 50を超える国々から約 300名(うち，外国人

は約150名)の科学者等が参加する。

この会議では，メインテーマ「変容する世界の学術政策」

の下に r研究・訓練体制の改革J.r既存領域を超える新分

聖1-J. r社会と科学・技術のインターフェイスJ"えぴ「国際

協力のアカデミック・インフラステラクチャー」の 4つの

サプテーマが設けられ，多方面から世界の学術政策の変化

が論じられる。

また，この会議では.特に. 3つの日本セッションが設

けられ急激な科学技術の進歩」について，①人間に与え

るインパクト，②法律や政治に与えるインパクト，③社会

総i斉システムに与えるインパクト， という 3つの視点から

論じられ，日本の先端僻究が広〈紹介されることになって

いる。

・本f牛問い合わせ先:干102東京都千代田区紀尾井町7-1.

上智大学心理学研究室内，国際社会科学団体連盟第 9回

大会日本組織委員会事務局，電話 03-238-3811

日本学術会議主催公開講演会開催のお知らせ

本会議では，毎年，学術の成巣を広〈国民に還元すると

いう日本学術会議法の主旨に沿うための活動の一環として，

公開講演会を開催しています。

このたび.下記の 2つの公開講演会を開催することにし

ました。多数の方々の御来場をお願いします。

I 公開講演会「人聞は地球とともに生きられるか」

・日 時:平成JI;年10月27日闘13時30分-17時

.演題と講演者(カッコ内は所属部)

①「地球の温暖化とその;13響J:吉野正敏(第 4部)

②「地球環境と農業のかかわり久馬一剛(第 6部)

③「地球環境の経営と人聞社会の発展藤井 |後

(第 3部)

E 公開鎌演会「“人権の歩み"から何を学ぶか一フランス

人権宣言100:年を記念してー」

・日 時:平成元年11月18日(1・)13時30分-17時

.演題と講演者(カッコ内は所属部)

①「“人権"以前の世界J:弓削達(第 1郎)

②「近代日本の人権思想一自由民権運動の人権論を中心

に一J:大石嘉一郎(第 3音11) 
③「科学技術と人権杉本大一郎(第 4部)

④「人権の進化と創造J:南博方(第 2部)

.会場:日本学術会議講堂(両講演会とも)

(東京都港区六本木 7-22-34) 

(地下鉄千代回線.乃木坂駅下車 l分)

.申込方法:往復はがき(住所，氏名，郵便番号を明記)

.申込締切:各開催日の 1週間前まで(先着順.無料)

.申込先:干106東京都港区六本木 7-22-34 

日本学術会議事務局庶務謀議演会係

・ なお.本会議では，本年度には，上記の他に r日本の

学術動的JJに関する公開講演会の開催を計画しています。

開催日，会場，講演者などの詳細については，決定次第.

新聞広告等でお知らせする予定です。

日学現書の刊行案内

本会議の第102回総会と第103回総会で行われた，本会議

会員による各自由討議の記録を中心lこ編集された次の日学

双蓄がそれぞれ刊行されました。

・日学双書 NO.4i21世紀へII0Jけてのエネルギー問題」

.日学双書 NO.5i食糧生産と環境」

[定価]Nn4 : 1.500円.Nn.5 : 1.000円
(両番とも，消費税込み，送料260円)

※問い合わせ先:(財)日本学術協力財団(干106東京都港

区西麻布 3-24-20.交通安全教育センター内)

御意見・お問い合わせ等がありましたら.下記ま

でお寄せください。

干106東京都港区六本木7-22-34 
日本学術会議広報委員会 電話03(403)6291
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賛助会員 北海道栽培漁業振興公社 060札幌市中央区北3条西 7丁目

北海道第二水産ビ.ル 4階

阿寒観光汽船株式会社 085-04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔

有限会社 シロク商会 260千葉市春日1-12-9-103

協和醸酵工業株式会社研究開発本部商品開発部センター

100東京都千代田区大手町1-6-1 大手町ビル

全国海苔貝類漁業協同組合連合会 108東京都港区高輪2-16-5

有限会社 浜野顕徴鏡 113東京都文京区本郷5-25-18

株式会社ヤクルト本社研究所 189東京都国立市谷保1769

弘学出版株式会社森田悦郎 214JII崎市多摩区南生田6-16-12

田崎真珠株式会社団崎海洋生物研究所 779-23徳島県海部郡日和佐町外ノ牟井

神協産業株式会社 742-15山口県熊毛郡田布施町波野962-1

理研食品株式会社 985宮城県多賀城市宮内 2丁目 5番60号
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自然に親しむ本…本…本

川崎勉著-86判・杏価 1300円

世界の珍草奇木
一植物にみる生命の神秘ー

世界の珍草奇木余話
一植物と花と人生と一

動 物 101 話

動物雑 話 101

渡辺弘之著

南の動物誌
86判・価1300円

山歩きウォッチング
ー自然の探索ノートー

柴田治著 86・価1300円

.山歩きアラカルト
好 一自然の探索ノートー

評 柴田治著 86・価1300円

白
書

本の湖沼
鈴木静夫著 86・価1300円

ナマコとウニ
民謡と酒のさかなの話一

大島慶著 86・価980円

自然科学この人類の大ロマン
小島和子著 四六・価1600円

内田老鶴園
東京・文京区大塚3-34-3/Tel03-945-6781 FAX 03-945-6782 

価格は

消費税抜きです
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海藻を総括的に論じた待望の書グ

|海藻資源養殖学|
徳田 属 大野正夫 小河久朗著
(東京大学42学 iilil 高知大学J~\学部東北大学山学iil;)

海藻の資源や養殖について初めて総括的

に取揚げた待望の書。 ノリセ始めとする{間

々の海藻養殖の現状 と将米展望から、 i道場

造成、利用法、海外での養植、新しい海藻

の養殖法、新品開形成の環状まで、実に幅

広い観点から論じ尽した海部入門の決定版。

研究者・学生・養吋(;!{l昌ーの熱L、要望に応え

て遂に刊行グ

B 5 'I~I I裂 口 絵4頁

本主354(( f・l・lIJ，ili1.l

定価5，500円(送350円)

一一一一 主要目次 一一一一一

1 .地球生態系と海漆 II.海認の

生育環境 III.海藻の利用 N.世

界のj船主資源と生産量 V.引在の

海漆養植 N.泌場造成 VII 海外

の海様養舶の引状 vm.海海養殖の

将来と展望

(栂緑 房

情報処理印刷
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

ワープロ・データベース フロッピー・磁気テープが印刷へ直結

中西印刷株式会社
取締役社長中西 亮

京都本社 602京都市上京区下立売通小川東入ル

東京連絡所 113東京都文京区本郷一丁目21-5
tel.東京03-815-7465



学会出版物

下記の出版物をご希望の方に頒布致しますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. i藻類」バ γクナンバ一 価格，会員各号 1，750円，非会員各号 3，000円， 30巻4号(創立30周年記念

増大号， 1-30巻索引付)のみ会員 5，000円，非会員 7，000円，欠号:1-2号， 4巻 1，3号， 5巻 1-2号， 6-9

巻全号。
2. i藻類」索引 lー10巻，価格，会員 1，500円，非会員 2，000円， 11-20巻，会員 2，000円，非会員 3，000

円，創立30周年記念「藻類」索引， 1-30巻，会員 3，000円，非会員 4，000円。

3. 山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補. 1977. A5版， xxviii + 418頁.山田先生の遺影・経歴・業績一覧・

追悼文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載，価格 7，000円。

4. 日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific 

1. A. Abbott・黒木宗尚共編.1972.B5版， xiv + 280頁， 6図版.昭和46年8月に札幌で開催された北太平洋産
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